





































































































































B 牧師、C 牧師、D 牧師とするが、そのうち B 牧師は配偶者もインタビューに同











A 牧師  1-10 年 A 教会　4 年目
B 牧師夫妻 11-20 年 B 教会　6 年目
C 牧師 21-30 年 C 教会　2 年目


























































































































































































































































































































































































































































































































































えばヨハネの黙示録 21 章 4 節 26 などは、しばしば悲しみを抱える人々を励ますた
めに引用される。しかしこの箇所は悲しみや苦しみから人々を解放する神の究極的
な慰めについて語っているのであり、死別者が抱える現実的な悲しみを否定するた














26　ヨハネの黙示録 21 章 4 節「神は彼らの目から涙をことごとくぬぐい取ってくださる。もはや
死はなく、悲しみも、叫び声も、苦しみもない。以前のものが過ぎ去ったからである」




















































































介入、治療的介入の 4 つの在り方があるとするが 29、牧会者はそのうちの情報的介
入と情緒的介入の 2 つにケアの範囲を留めておくべきである。この 2 種類のグリ
ーフケアを行うために、牧会者はまずグリーフの段階とそれに伴う死別者の感情の
変化を正しく理解しなくてはならない。
　多くの遺族は、死別を目の前にした自分の心境がどのように変化するのかを知る
ことが難しい。また、死別というあまりにもショッキングな現実のゆえに、身の回
りの様々なことをネガティブにとらえてしまい、さらに自分の心境がいつまで続く
のかと不安を感じてしまいがちである。
　そこで、牧会者がグリーフの段階について理解していることにより、死別者が抱
える孤独感や罪責感や思慕、身体症状が決して異常なものではないと伝えることが
可能になり、不安をやわらげることができるのである。またこの点は、教会内で死
別者の状態を心配している他の人々にも、必要に応じて状況を説明し、安心させる
ことができる。
29　宮林・関本、前掲書、25-27 頁
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　しかし、グリーフの現れ方には個人差が大きいため、牧会者はグリーフの段階を
絶対視するのではなく、死別者の現状をそのまま受け入れる姿勢を持つ必要がある。
死別者が経験する様々なグリーフの段階を理解した上で、次に重要な点は、牧会者
が死別者のグリーフケアに継続的に関わり、寄り添い続けていくことである。イン
タビュー回答者に共通するグリーフケアの重要な点として、すぐに駆けつけること、
言葉がけに注意すること、悲しみを受け止め、寄り添うことがあげられるが、これ
らは全て死別者に対する継続的な情緒的介入において特に留意するべき点である。
すなわち牧会者は、長い期間をかけて様々なグリーフの段階を経験する死別者が、
自らのペースで死別の現実と感情に正しく向き合い、新しい生活へと向かっていけ
るよう、傾聴と共感をもって継続的に関わり、支えることが重要なのである。
2　クリスチャンだからこそ注意すべきこと
　教会に集うクリスチャンは、人間のいのちが創造主なる神の主権の中にあること、
またイエスキリストを自らの救い主として信じ受け入れた者には、肉体の死後にも
希望があることを信じている。しかしどんなに敬虔なクリスチャンであっても、愛
する者との地上での別離、ことに突然の死別は受け入れがたいものであり、深い悲
しみを感じるものである。しかし、クリスチャンであるがゆえに死別の悲しみが周
囲から認められず、死別の現実に正しく向き合うことができない場合、病的な悲嘆
が起こりうるのである。これが教会におけるグリーフケア最大の落とし穴であり、
牧会者が特に注意すべき点である。そのため、牧会者は、自身の言動だけではなく、
教会内にそのような誤解がないかどうか意識し、間違った認識があれば教え、教会
全体で死別者の悲しみを受け入れることができるよう配慮することが重要である。
3　牧師の配偶者の働き
　牧会者が行うグリーフケアの特徴の一つは、牧師の配偶者の存在である。インタ
ビュー回答者は共通して、グリーフケアにおける牧師夫人の働きを積極的に認めて
おり、グリーフケアのみならず牧会の様々な働きにおいても牧師夫人の存在、役割
は重要であるという回答もあった。したがって、本研究における「牧会者」の定義
に牧師の配偶者を含ませたことは妥当であると考えられる。
　牧師の配偶者は、現実的な助け手として牧師とともにグリーフケアの働きを担う
ことができる。また、感情表現が難しい死別者へのグリーフケアにおいて、牧師夫
人のコミュニケーション能力や感情表現の豊かさなど女性ならではの賜物が用いら
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れ、重要な役割を果たしうるのである。もちろんこの点は、牧師夫人自身の性格や
賜物によって差があるが、男性牧師が多い一方で女性信徒が多い日本の教会の現状
においては、教会内の多くの女性に寄り添い共感できるということ自体が、牧師夫
人に与えられた賜物の一つであると考えることも出来るだろう。
Ⅴ　最後に…
　第 3 章においても言及したが、キリストの教会を牧する働きに召されている牧会
者は、教会員の死別を目の前にしたとき、その役職と働きの必要性から、自分自身
も死別者のひとりであることを忘れがちである。牧会者の目が牧会者自身よりも他
の死別者に対して開かれ、意識が向けられるとすれば、それは神の配慮と導きによ
るものだと考えられる。しかし牧会者は、グリーフケアをする立場にあるからこそ、
死別の悲しみに向き合い、誰かに話を聞いてもらうなど、自分自身に対してもグリ
ーフケアを行う必要があるのである。また教会内に死別が起きた場合には、教会員
全体が平常時以上に牧会者のために祈り、その働きを支える姿勢を持つことが重要
である。
　また牧会者は、自らも含む死別者全員が、最終的には主キリストから真の慰めを
受けるべき存在であることを知る必要がある。すなわち、究極的に牧会者がグリー
フケアとして行うこととは、死別者が悲しみの中から神に目を向け、神の慰めとあ
われみをさらに体験できるように、その手助けをすることなのである。これは、牧
会者がグリーフケアという深刻かつ重大な働きの全てを自分の責任だと思い込み、
重荷を負いすぎてしまうことを防ぐために非常に重要な意識である。したがって、
グリーフケアに携わる牧会者はこの意識を深く心に刻み、自分自身も神からの慰め
を受けながら死別者に寄り添い、ともに主を見上げていくという姿勢をもってグリ
ーフケアに臨んでいくことが重要なのである。
　本研究を通して、グリーフケアの難しさと必要性を学ぶと同時に、神がこの働き
を人間にゆだねておられることの意義を改めて感じることができた。本研究に協力
してくださった方々に感謝の意を表すとともに、この働きを通して神の栄光と慰め
がさらにこの社会において証しされることを願う。
